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研究成果概要 
	 宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠く

ことのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研
究では COSMOSコードの改良をもとに新たなコード開発をめざしている。 
	 29年度は、28年度に公開した gFortran対応 COSMOSのユーザー対応を下記のよう
に進めた。 
1. 対応 Linuxディストリビューションの質問に対応 
2. １を受け専用 PC を準備。仮想 PC ソフトウェアを導入し、今後の複数ディストリ

ビューションでの動作確認を行う環境を構築した。CentOS7, Scientific Linux 7で
の動作確認を行った。 

3. 偏光光子入射の実現方法についての質問に対応 
また、相互作用モデル sibyll2.3c を利用可能なバージョンの準備を進めた（30 年 4 月に

公開）。	

	

	 2 月 26-27 日に、課題 E39 と合同で「第二回空気シャワー観測による宇宙線の起源探索

勉強会」を開催した。Pythia モデルでの原子核衝突の扱い、ハドロン反応と空気シャワ

ーの関係、大気チェレンコフ望遠鏡観測における MC シミュレーションの影響、大気中雷

電場における粒子加速、等、今後の空気シャワーシミュレーションの開発に重要な内容

について議論した。27 日は学生セッションとし、MC シミュレーションを利用する大学院

生同士の研究交流を行った。	
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